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 日本原水協は９日、外務省に対し、G
８洞爺湖サミット開催にあたって、開催国

であり唯一の被爆国である日本政府が「核

兵器廃絶」を議題として提起するよう求め

る福田康夫首相あての申し入れ書を提出し、

要請しました。 
 要請には赤松宏一代表理事、高草木博事

務局長、佐藤光雄日本平和委員会代表理事、

西川香子新日本婦人の会中央本部平和部長

など６人が参加し、森野泰成軍備管理軍縮課長が応対しました。参加者は、サミットのテーマ（｢環境･気候変

動｣｢開発･アフリカ｣｢世界経済｣｢不拡散をはじめとする政治問題｣）に「核兵器廃絶」がないことを指摘し、2010
年 NPT（核不拡散条約）再検討会議に向けて、核兵器廃絶正面から提起するこ
とを求めました。また、この機会に被爆者代表を発言に招く、被爆写真の展示

を併設するなどして、核の惨禍の実相を広く国民に知らせるよう要請しました。

森野課長は、核兵器廃絶のためには「核兵器は悪いものという規範が国際社会

に必要」とのべましたが、日本政府がイニシアチブを取ることについては明確

な言明を避けました。 
 
 

 
 
日本原水協と東京原水協は４月９日、爽

やかな春風の吹く中、「６・９」行動を上
野公園で行いました。毎月６と９のつく日
に核兵器廃絶を願って署名や募金をよび
かけているもの。この日も「原爆と人間」
展パネルを並べ、「すみやかな核兵器の廃
絶のために」署名と原爆症認定制度の抜本
改正を求める署名・募金をよびかけました。 
日本原水協の赤松宏一代表理事をはじ
め、全労連の柴田真佐子副議長、東京原水
協の石村和弘事務局長、日本平和委員会の佐藤光雄代表理事などが次々とマイクを
握り、「７月に北海道・洞爺湖でひらかれる G８サミットで日本政府は唯一の被爆
国として核兵器廃絶を議題に盛り込み、原爆展や被爆者の代表の話を聞いてほし
い」、「原爆症認定制度の抜本改正を求める署名にご協力を」と訴えました。 
山口県岩国市から高校の入学式のために来たという親子連れは、署名しながら
「山口にも被爆者が多いですから」と話していました。原爆パネルの皮膚が垂れ下
がった人形の写真を見て「これは本当に人間ですか」と聞いてきた韓国人男性に「こ
れがヒロシマです」と話すと、ハングルでサインしました。 
この日の行動には 20 人が参加し、「すみやか」署名 137 筆、原爆症認定署名 69
筆、3250円の募金が寄せられました。 
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